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連 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
絡 橋本 正幸 080-1980-9855 (三和区鴨井) 
先 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 

 

８月の大雨による農地、農業用施設被災個所数 

 農 地 農 道 用排水路等 合 計 

合併前上越市 ４ ２ ２ ８ 

安塚区 ２５ ９ ３ ３７ 

浦川原区 ４３ ９ １１ ６３ 

大島区 ２１ ４ ４ ２９ 

牧 区 １７ ３ ０ ２０ 

柿崎区 ３ ０ ２ ５ 

頸城区 ４ ２ ２ ８ 

吉川区 ７ ４ ３ １４ 

中郷区 ３ ０ ０ ３ 

板倉区 ５ １ ０ ６ 

清里区 ９ ０ ０ ９ 

三和区 ７ ２ ７ １６ 

名立区 ６ ０ １ ７ 

合 計 １５４ ３６ ３５ ２２５ 

大
雨
で
畔
が
ぬ
け
落
ち
た
水
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 9月21日の一般質問で上野公悦市議は、生活保護世

帯のエアコン設置をとりあげ、「いまやエアコンは

最低限度の生活をしていくために、そして何よりも

異常な暑さの中で、熱中症から命を守るうえで必需

品だ。全ての生活保護利用者の命を守るために、エ

アコン設置費用を認めるよう国に求めると同時に、

市独自の事業としても早急に行うべきだ」と訴えま

した。 

 答弁に立った村山市長は、国の「生活保護法によ

る保護の実施要領」の改正を受けて、当市では、本

年4月から8月末までの間で新たに生活保護となった

44世帯のうち、エアコン未設置の13世帯に対して、

設置に向けた勧奨を行い、3世帯が設置」されたこ

と、「制度のはざ間にある、従来からの生活保護世

帯を対象に、エアコン設置の実態について調査を

行った結果、施設入所等を除く768世帯のうち、592

世帯、77％の世帯でエアコンが設置されており、残

る176世帯では未設置である」となっていることを明

らかにしました。 

 そして市長は、「市長会等を通じて、国に対し、

生活保護の新規認定か否かにかかわらず、必要とす

る世帯に対してエアコンの設置費用を支給できるよ

う要望を行っていくとともに、制度のはざ間にある

生活保護世帯に対する支援の在り方について、研究

を進めてまいりたい」と答えました。 

 生活保護世帯の人たちの命を守るために、ぜひ実

行してほしいものです。    

 

 

橋
本
正
幸
議
員
は
25
日
の
一
般
質
問
で
豪
雨

に
よ
る
田
ん
ぼ
や
農
道
な
ど
の
災
害
復
旧
を
と

り
あ
げ
ま
し
た
。 

 

同
議
員
は
、
桑
取
地
域
の
災
害
状
況
を
紹
介

し
な
が
ら
、
「
豪
雨
な
ど
に
よ
り
中
山
間
地
な

ど
で
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
将
来
に
向
け
て

営
農
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
」
と
支
援
を

訴
え
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
村
山
市
長
は
、
「
８
月
の
豪

雨
に
よ
り
、
農
地
、
農
業
用
施
設
で
２
４
６
件

の
被
害
が
発
生
し
た
。
既
に
緊
急
の
対
応
が
必

要
な
一
部
の
農
道
等
に
つ
い
て
は
予
備
費
を
充

用
し
て
復
旧
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
も
予

算
を
つ
け
て
速
や
か
に
支
援
し
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。 

 

桑
取
地
区
の
災
害
復
旧
に
関
し
て
は
近
藤
農

林
水
産
部
長
が
、
「
国
の
査
定
を
受
け
て
対
応

す
る
。
被
害
の
規
模
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る

が
、
市
と
し
て
は
、
ど
ん
な
対
応
で
あ
れ
、
対

応
で
き
る
も
の
は
対
応
し
て
い
く
」
と
答
え
ま

し
た
。 

 

来
春
の
耕
作
に
間
に
合
う
よ
う
に
ぜ
ひ
と
も

速
や
か
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 


